
 

    

 

令 和 ７ 年 １ ２ 月 ４ 日 

国土交通省九州地方整備局 

遠 賀 川 河 川 事 務 所 

 

防災・減災対策の推進に緊急予算を配分！ 

～令和７年度 防災・減災対策等強化事業推進費～ 

配分額 

＜河川改修事業：913.2百万円（３件）＞ 
１．遠賀川水系遠賀川【事前防災対策】 

施 工 地 ： 福岡県直方市津田町地先外 
事業内容 ： 築堤工 L=450m 
事 業 費 ： 451.2百万円 

 
２．遠賀川水系笹尾川【事前防災対策】 

施 工 地 ： 福岡県北九州市八幡西区野面地先 
事業内容 ： 河道掘削工 V=5千m3（L=1,200m） 
事 業 費 ： 50百万円 

 

３．遠賀川水系犬鳴川【災害対策】 
施 工 地 ： 福岡県宮若市宮田・金丸地先 
事業内容 ： 河道掘削工 V=24千m3、護床工 A=3千m2（L=1,800m） 
事 業 費 ： 412百万円 

 

＜河川維持修繕事業：55.8百万円（１件）＞ 
４．遠賀川水系彦山川【災害対策】 

施 工 地 ： 福岡県田川郡福智町市場地先 
事業内容 ： 護岸工 L=20m、根固工 L=20m 
事 業 費 ： 55.8百万円 

総事業費 ： 969 百万円 

 

 遠賀川水系遠賀川、笹尾川、犬鳴川、彦山川において、大雨等による災害を未然に防

ぐ事前防災対策、再度の災害防止に向けた対策を、防災・減災対策等強化事業推進費に

より緊急的に実施します。なお、今回の予算で築堤、河道掘削、護岸等を実施すること

により、洪水による浸水リスクを低減することが期待されます。 



※今回の事業の概要版は、別紙の通りです。 

※防災・減災対策等強化事業推進費は、近年、自然災害が激甚化・頻発化している状況を踏まえ、国

民の安全・安心の確保をより一層図るため、防災・減災対策の強化を行う公共事業に対して、緊急

的かつ機動的に配分する予算です。 

【問い合わせ先】 

国土交通省 九州地方整備局 遠賀川河川事務所 

       （河川改修事業について）  工 務 課 長  梅 田 真 吾  

        （河川維持修繕事業について）  管 理 課 長  古 賀 哲 郎  

TEL：0949-22-1830（代表） 



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

遠賀川水系遠賀川では、「遠賀川水系河川整備計画」に基づき、洪水氾

濫等の対策として築堤工等の事業を実施している。

今年度に入り関係者との合意形成が図られたことから、推進費を活用して

築堤工を実施することで、地域の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

福岡県直方市津田町地先外

451,200

河川改修事業（遠賀川水系遠賀川）

ノオガタ ツダマチ

451,200

築堤工を実施し、洪水による浸水リスクを低減させる。

【位置図】 【断面図】

防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）
オンガガワ

【平面図】

福岡県 （A-A’断面）

概要版
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内 容

国 費（千円） （千円）

遠賀川水系笹尾川では、「遠賀川水系河川整備計画」に基づき、洪水氾

濫等の対策として河道掘削工等の事業を実施している。

今年度に入り令和７年８月の出水で土砂が堆積し、計画高水位を超過

したことから、推進費を活用して河道掘削工を実施することで、地域の安全・

安心を早期に確保する。

国土交通省

福岡県北九州市八幡西区野面地先

50,000

河川改修事業（遠賀川水系笹尾川）

キタキュウシュウ ヤハタニシ ノブ

50,000

河道掘削工を実施し、洪水による浸水リスクを軽減させる。

【位置図】 【断面図】

防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）
オンガガワ ササオガワ

【平面図】

▼被災水位

▲対策後水位

河道掘削工
V=5千m3

H.W.L

【写真①】

令和７年８月撮影※CCTVカメラ映像より

【写真②】

令和７年８月撮影（H.W.L.超過状況）

笹
尾
川

（A-A’断面)福岡県

概要版



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年８月９日からの豪雨により、遠賀川水系犬鳴川の流域内で浸水

被害が発生した。次期出水により同様の浸水被害が発生する恐れがある

ことから、推進費を活用して緊急的に河道掘削工等を実施し、地域住民の

安全・安心を確保する。

国土交通省

福岡県宮若市宮田・金丸地先

412,000

河川改修事業（遠賀川水系犬鳴川）

ミヤワカ ミヤタ カナマル

412,000

令和７年８月の豪雨により浸水被害が発生したことから、再度災害防止
として、河道掘削工等を実施する。

オンガガワ イヌナキガワ

【写真①】

【位置図】

【平面図】

福岡県 【断面図】

令和７年８月10日撮影※CCTVカメラ映像 令和７年８月12日撮影

【写真②】

（A-A’断面）

推進費施行区間 L=1,800m
河道掘削工 V=24千m3

護床工 A=3千m2

：R7.8浸水範囲

浸水範囲（令和７年８月出水）

防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）概要版



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年８月９日からの豪雨により、護岸の損傷が発生した。次期出水に

より護岸損傷が進行した場合、護岸が崩壊し堤防が決壊する恐れがある

ことから、推進費を活用して緊急的に護岸工及び根固工を実施し、地域

住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

福岡県田川郡福智町市場地先

55,800

防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（遠賀川水系彦山川）

タガワ フクチマチ イチバ

55,800

令和７年８月の豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止と
して、護岸工等を実施する。

オンガガワ ヒコサンガワ

【写真①】 【写真②】

←クラック発生

令和７年８月撮影（被災状況）

遠賀川
白川

大分県

宮崎県

熊本県

長崎県

鹿児島県

佐賀県

【位置図】 福岡県

【平面図】

凡 例

推進費施行箇所赤色

浸水想定範囲水色

浸水想定面積：106ha
浸水想定戸数：93戸

【断面図】

護岸工

根固工

クラック発生

クラック

【正面図】
護岸基礎部が洗掘に伴い、
護岸にクラック（L=20m）が発生

推進費施行区間 L=20m

令和７年８月撮影（被災状況）

（A-A’断面）
施行箇所

【全景】

概要版


